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手
段

どのような
事業を実
施するか

★消防団員に教育訓練を実施する。
・消防団活動を行うために必要な知識、技術の向上を図るために愛知県消防学校、消防大学校等が行う教育の受講
及び消防職員による訓練を受ける。
★地区防災訓練・救命講習会の指導を実施する。
・地区防災訓練に積極的に参加し、地域のリーダー的立場として訓練指導にあたる。女性消防団員は、一般市民が
受講する救命講習会の指導にあたる。
★消防出初式、消防観閲式等の式典や訓練会に参加する。
・様々なイベントや訓練等を通じて、市民に対して広く防火・防災に関する啓発活動を行う。

年
度
別
事
業
内
容

事業内容

28
年
度

・火災・水害・地震等の災害から市民の生命・身体及び財産の保全を行った。
・消防団員に教育訓練を実施した。
・愛知県消防学校教育研修を５人、日本消防協会主催研修を１人、合計６人が受講した。
・訓練礼式、消防団組織、身分等についての教養、普通救命講習、消防ポンプ取扱い教養等を消防職員により指
導。
・年間５７回、１０５地区で開催された地区防災訓練すべてに参加及び指導した。
・消防出初式、消防観閲式などの各種式典、訓練会等に参加し、市民に防火・防災の啓発活動を行った。

29
年
度

★火災・水害・地震等の災害から市民の生命・身体及び財産の保全を行った。
・愛知県消防学校教育研修を８人受講した。
★訓練礼式、消防団組織、身分等についての教養、普通救命講習、救命講習指導員講習、消防ポンプ取扱い教養
等を消防職員により指導。
★年間５８回、１１６地区で開催された地区防災訓練すべてに参加及び指導した。年間３２回、延べ４１人が救命講習
会に指導者として参加した。
★消防出初式、消防観閲式などの各種式典、訓練会等に参加し、市民に防火・防災の啓発活動を行った。
★名古屋造形大学の芸術祭で消防団加入促進に伴う啓発活動を行った。

30
年
度

どの様な
状態にす

るか
消防団員としての知識・技術の向上を図り、もって市民の安全・安心な暮らしを守るための活動をする。

予算区分

事務事業名 消防団活動事業 担当部 消防本部

平成30年度 事務事業評価シート（実施計画事業・経常事業）

担当課 消防総務課 担当係 消防係

実施計画 2

事業番号 4

安全・環境 消防・救急 消防・救急体制を強化します

1
根拠法令・個別計画 消防組織法

事
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要

新基本計画 市政戦略編 分野別計画編

一般会計 消防費 消防費 非常備消防費 2

★火災・水害・地震等の災害から市民の生命・身体及び財産の保全を行う。
★愛知県消防学校教育研修に９人、消防大学校教育研修に１人を派遣予定。
★訓練礼式、消防団組織、身分等についての教養、普通救命講習、消防ポンプ取扱い教養等を消防職員により指導
予定。
★２９年度同様、各地区で開催される地区防災訓練及び救命講習会に指導者として参加する予定。
★消防出初式、消防観閲式等の各種式典、訓練会等に参加し、市民に防火・防災の啓発活動を行う予定。
★小牧工業高等学校の文化祭で消防団加入促進に伴う啓発活動を行う予定。

目
的

何（誰）を
対象に 市民

1 消防団活動事業



単位

単位

H29
実
施
結
果

H29
実
施
結
果

事
業
の
評
価

事業の
方向性 維　持 事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

判定理由

　本事業の目的は、消防団員としての知識・技術の向上を図り、もって市民の安全・安心な暮らしを守るための活
動をするものであり、継続的に質の高い消防団員教育研修を行なうことで災害対応はもとより、消防団員が住民
指導にあたることができるようになり、結果、地域防災力の向上につながっていくものと考えている。消防団活動
は、市民の安全・安心にかかせない事業であるため、事業規模を維持し、市民の要望等も考慮しながら取り組ん
でいく。

業
績

4,300

実績 3,824 4,078 4,386 5,884

事業の目標達成状況とその要因、実績増減の要因

　事業の成果指標については、どちらの指標とも目標値に対して、実績値は増加しており、概ね良好の結果を得られて
いる要因は、消防団員の消防団活動に対する意識の高まりにとるものと思われる。
　事業の活動指標については、どちらの指標とも平成２９年度から指標に定めたため、過去にさかのぼって目標達成状
況を分析することはできないが、２９年度について、目標値を大きく上回る実績を得ることができた要因は、市が推し進め
る小学校区単位の地区防災訓練を実施する組織が順調に増加していることにあると思われる。

事業の活動指標 H26

― 4,300

300 484

H30H29H27 H28

ス
テ
ッ
プ
Ⅱ

今後の見通し、要因を踏まえた事業の見直し

　今後の見通しは、現状と同様に市民の防災意識の向上に伴う小学校区単位の地区防災訓練の実施組織が増加し、引
き続き地域に密着した消防団活動が行われることが見込まれることから事業を継続していく必要がある。

58

― ― 300 300

実績 88 95 105 116

目標 ―

58 58 58

ス
テ
ッ
プ
Ⅰ

― ―

実績 302 314

事業の成果指標 H26 H27

② 消防団員が参加した自主防災活動実施組織数
組
織

目標 58

②

① 住民に地区訓練の指導をした消防団員延べ人数

地区防災訓練で消防団員から指導を受けた延べ
人数

目標

H30

① 消防団員の教育訓練等受講者数 人
目標 6 6 6 6 6

実績 5 8 6 8

H28 H29

その他職員（人数） 0 0 0 0

1

0

従事
者数

正職員（人数） 1 1 1 1

事
業
費
内
訳

（
千
円

）

55 55 96

★消防団員等公務災害補償等基金負担金 3,138 3,119 3,457 3,118 3,457

研修負担金 48 37

ホース購入費 276 255

賠償金 100 0 100 0 100

350 311 570

業務用備品購入費 0 0 980 576 85

操法大会等報償金 290 290 290 290 290

表彰記念品料

★費用弁償

普通旅費

消耗品費

★食糧費

★手数料

消防団厚生事業委託料

バス借上料

テント等借上料

23

8,005

65

1,260

退職報償金 500 3,768 500 2,131 500

療養補償費 150 10 150 17 150

★01人件費 5,296 5,269 5,878 5,842 6,295

★03消防団施設管理事業 3,299 2,363 2,561 1,816 2,497

当初予算額 決算額 当初予算額 決算見込額 当初予算額

Ｈ28 H29 H30

・愛知県消防団加
入促進事業補助金
・退職報償金
・消防協会一般事
業助成金
・療養等補償費
・消防団応援事業
所拡大事業助成

一般財源 15,953 13,279 24,325 18,807 18,304

細々節

23

財
源
内
訳

（
千
円

）

国支出金

地方債

その他 674 3,808 668 2,176 667

特定財源
の説明

・愛知県消防団加
入促進事業補助金
・退職報償金
・消防協会一般事
業助成金
・療養等補償費
・消防団応援事業
所拡大事業助成金

・愛知県消防団加
入促進事業補助金
・退職報償金
・消防協会一般事
業助成金
・療養等補償費
・消防団応援事業
所拡大事業助成金

・愛知県消防団加
入促進事業補助金
・退職報償金
・消防協会一般事
業助成金
・療養等補償費
・消防団応援事業
所拡大事業助成金

・愛知県消防団加
入促進事業補助金
・退職報償金
・消防協会一般事
業助成金
・療養等補償費
・消防団応援事業
所拡大事業助成金
・南海トラフ地震等
対策事業費補助金

4

事
　
　
業
　
　
費

Ｈ28 H29 H30
当初予算額 決算額 当初予算額 決算見込額 当初予算額

合　　計 16,627 17,087 25,016 22,754 18,994

事業番号

県支出金 23 1,771

219

900

1,200

249

204

13

6,174

45

1,213

124

734

1,138

0

167

23

9,168

108

6,660

225

1,285

1,200

256

209

17

8,022

81

5,962

195

777

869

154

179

23

9,160

52

1,430

225

1,184

1,200

258

214

2 消防団活動事業


